※Wordファイルに電子入力をお願いします。2～3枚に記述して下さい。
※なるべく特殊な専門用語を使わず、平易な文章で記述して下さい。図や表を挿入してもかまいません。　　Confidential
※英語での記述も可。
公益財団法人 旭硝子財団　御中
2026年度採用 日本人奨学生 研究計画書
	区分（それぞれに囲み線をつける）
※大学院担当部署が記入
	1．修士課程　　2．修士課程・修博一貫奨学生(CMD)
3．博士課程　　4．博士課程（進学奨学生）

	
	a．人文社会系　　　 b．自然科学系

	氏名（フリガナ）
	

	大学院・研究科
	

	主たる指導教員　氏名
	

	研究テーマ
（未定の方は、取り組みたい研究課題※）
	

	前課程での学位論文テーマ
	

	前課程での研究テーマとの継続性
（どれかに囲み線をつける）
	1．同じテーマの発展 　　　2．類似テーマ　　　3．継続性は特になし


※研究テーマが決定していない場合は、取り組みたい研究課題について、できるだけ具体的に記述して下さい。
[bookmark: _Hlk216704215]
1． 研究目的とその背景を教えて下さい。その研究をする価値がわかるように記載して下さい。





２．研究の独自性は何ですか？　従来技術と対比しつつ、新規性、進歩性がわかるように記載して下さい。





３．研究が成功するための最大のポイントは何ですか？　それを達成するためにご自身としてやらなければならないことは何かを記述して下さい。





４．研究目的が達成された場合の波及効果を記載して下さい。





５．修学期間内の研究計画
＜修学期間内の研究目的・ゴール（簡潔に）＞


＜1年目＞（1年目に達成すべき課題と、必要なブレークスルーは何か）




＜2年目＞（２年目に達成するべき課題と、必要なブレークスルーは何か）




＜3年目＞博士課程の場合　（３年目に達成するべき課題と、必要なブレークスルーは何か）




＜研究の発展＞（修士2年間、博士3年間で自分の目標を達成したとします。仮に、自身で研究をさらに継続するチャンスがあるとした場合、どういう研究を実施し、どう研究を発展させますか。）




６．これまでの研究成果の概要（論文執筆、学会発表があればここに記入、ない場合は記入不要）
＜論文発表＞



＜口頭／ポスター発表＞



＜それ以外：特許、受賞、助成等＞
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